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石碑を巡る①

沖縄歴史の散歩道
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

日輪双鳳雲文

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。N H Kドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　沖
縄
の
各
地
に
は
、
琉
球
王
国
時
代

の
石
碑
が
点
在
し
て
い
る
の
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
首
里
を
中
心
と
し
て

2
0
0
以
上
の
石
碑
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
石
碑
は
国
家
や
人
物
の
功
績
を

顕
彰
し
た
も
の
や
建
築
物
の
竣
工
記
念

碑
、
名
所
な
ど
を
示
す
も
の
や
墓
碑
、

宗
教
的
な
意
味
合
い
の
碑
な
ど
が
あ

り
、
大
半
の
石
碑
は
加
工
し
や
す
い
細

粒
砂
岩
（
ニ
ー
ビ
ヌ
フ
ニ
）
で
で
き
て

い
ま
す
。

　古
琉
球
の
時
代
に
は
首
里
王
府
が
さ

か
ん
に
国
家
的
な
事
績
を
記
し
た
石
碑

を
建
立
し
ま
し
た
。
確
認
で
き
る
一
番

古
い
も
の
は
「
安
国
山
樹
華
木
碑
」

（
1
4
2
7
年
）
で
、
王
府
ナ
ン
バ
ー

2
だ
っ
た
懐
機
と
い
う
人
物
が
中
国
で

造
園
技
術
な
ど
を
学
び
、
首
里
城
の
ほ

と
り
に
人
工
池
の
「
龍
潭
」
と
「
安
国

山
」
と
い
う
築
山
を
完
成
さ
せ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　15
〜
16
世
紀
頃
の
石
碑
の
特
徴
に
は

共
通
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
石
碑
の
上
部
に
は
中
央
に
日

輪
、
左
右
に
鳳
凰
と
瑞
雲
（
め
で
た
い

雲
）
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
王
権
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
玉

陵
に
あ
る
「
玉
御
殿
の
碑
文
」

（
1
5
0
1
年
）
や
「
円
覚
寺
禅
寺

記
」
（
1
4
9
7
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　1
5
2
2
年
、
首
里
城
か
ら
那
覇
港

南
岸
ま
で
を
つ
な
ぐ
真
珠
道
の
竣
工
記

念
碑
で
あ
る
「
真
珠
湊
碑
文
」
を
み
る

と
、
文
章
は
漢
字
交
じ
り
の
ひ
ら
が
な

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
こ

の
石
碑
を
見
て
日
本
文
化
と
同
じ
だ
、

と
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
実

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
日

本
に
は
国
家
や
個
人
の
業
績
を
顕
彰
す

る
た
め
に
石
碑
を
建
て
る
と
い
う
習
慣

が
あ
り
ま
せ
ん
。
板
碑
な
ど
の
宗
教
的

な
目
的
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
碑
の
文
化
は
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア

に
見
ら
れ
る
も
の

で
、
琉
球
も
こ
の

影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
当
時

の
日
本
に
お
け
る

公
用
文
は
和
様
漢

文
と
い
う
日
本
風

に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
漢
文
で
、
ひ
ら

が
な
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
の
み
使
用
さ
れ
る
も
の
。
王
府
の

公
用
文
と
し
て
ひ
ら
が
な
を
使
用
す
る

の
は
琉
球
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
で

す
。　つ

ま
り
古
琉
球
の
石
碑
は
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
の
文
化
で
あ
り
な
が
ら
、
文

章
に
日
本
で
は
公
用
文
と
し
て
使
わ
れ

な
い
、
ひ
ら
が
な
を
用
い
る
と
い
う
琉

球
独
自
の
様
式
な
の
で
す
。

玉御殿の碑文玉御殿の碑文

真珠湊碑文

　
表
紙
写
真
は
、
糸
満
市
喜
屋
武
の
農
地
に

広
が
る
「
ひ
ま
わ
り
と
夕
日
」。

　
ニ
ン
ジ
ン
収
穫
後
の
緑
肥
用
と
し
て
植
え

ら
れ
た
満
開
の
ひ
ま
わ
り
で
す
。
こ
こ
か
ら

約
6
0
0
m 

先
に
は
太
平
洋
を
一
望
で
き
る

具
志
川
城
跡
や
、
岸
壁
下
に
透
き
通
っ
た
青

い
海
面
が
広
が
る
喜
屋
武
岬
が
あ
り
、
映
え

ス
ポ
ッ
ト
ル
ー
ト
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。

　
こ
の
地
域
の
農
地
は
都
市
部
に
近
く
、
地

理
的
に
優
位
な
条
件
に
あ
り
ま
す
が
、
以
前

は
、
長
年
に
わ
た
り
恒
常
的
な
干
ば
つ
に
よ

り
農
業
の
近
代
化
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
「
国
営
沖
縄
本
島
南
部
農
業
水
利

事
業
」
で
整
備
さ
れ
た
地
下
ダ
ム
に
よ
り
安

定
的
な
農
業
用
水
が
確
保
さ
れ
、
地
下
水
の

恵
み
を
受
け
た
生
産
性
の
高
い
農
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ひ
ま
わ
り
で
目
の
保
養
、
ニ
ン
ジ

ン
で
体
の
栄
養
を
補
給
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
ち
な
み
に
こ
の
地
域
の
ニ
ン
ジ
ン
は
「
美

ら
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

て
お
り
、
糸
満
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
ひ
ま
わ
り
畑
の
詳
細
は
「
久
米
さ
ん
家

の
ひ
ま
わ
り
畑
」
で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。）

東
海
農
政
局 

新
濃
尾
農
地
防
災
事
業
所

工
事
第
一
課
長 

岩
﨑 

日
佐
男

ひ
ま
わ
り
と
夕
日

表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星 (むりぶし )とは、沖縄の方言で「昴星 (すばるぼし )」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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「あ！これも地団！―沖縄の地域団体商標（地団）活用事例集―vol.６」

ご相談ください！～公正取引課が担う業務～

「財政ディスカッション in 那覇市」を開催しました

民間リワーク施設で金融出前講座を行いました

金融経済教育推進のため、各種コンテンツを公開しています

ご存じですか？「消費者の部屋」～今年度の取組、夏休み特別講座について～

沖縄県からのサツマイモやエンサイ等の植物持ち出しには規制があります！
～県外への移動の際はご注意ください～

DEEokinawa×沖縄総合事務局　花ブロックコレクション

国立大学法人琉球大学が令和 5年度知財功労賞において特許庁長官表彰を受賞！

首里城復元に向けた取り組み
～うるし塗り下地原料“ニービの粉”製作ボランティア 2万 3千人が参加～

小型船舶に対する安全キャンペーン　～小型船舶の安全確保に向けて～

令和５年度陸運及び観光関係沖縄総合事務局長表彰式が行われました

バス、モノレールと自動車の利用コスト簡易比較ツール
～公共交通利用で渋滞を減らそう！おサイフにもやさしい！？～

「かりゆしウェア」贈呈式・「かりゆし閣議」・「沖縄物産展」

令和５年 10月１日からインボイス制度が始まります！

地域の農業を見て・知って・活かすDB

『脱炭素経営のすゝめ』～エネルギー使用量の見える化は、コスト削減の第一歩～

夏休み親子ダム環境体験学習会の開催について

連 載 企 画

特集・連載企画

仕 事 の 窓 １

仕 事 の 窓 ２

仕 事 の 窓 ３

仕 事 の 窓 ４

仕 事 の 窓 ５

仕 事 の 窓 ６

な か ゆ く い

仕 事 の 窓 ７

仕 事 の 窓 ８

仕 事 の 窓 ９

仕 事 の 窓 1 0

仕 事 の 窓 1 1

内 閣 府 だ よ り

お 知 ら せ ①

お 知 ら せ ②

お 知 ら せ ③

お 知 ら せ ④
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